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（津田塾大学）   

言語の起源と進化の研究は、いわゆる「文科系」と理科系を横断する最近の学  

際的研究の一典型例ということになるのであろう。前者は生成言語学を指し、後  

者は進化生物学・進化論を指すとしよう。成果を出しつつあるもののまだ両者が  

充分うまく噛み合っていないとしたら、一般的に言われる学際的研究の難しさに加  

えてさらに何か理由があるのかも知れない。生成文法理論研究はやはり反証主  

義の方法論を採ることでここまで来たのだと思う。それに対して、進化論の仮説は、  

ネオ・ダーウィニズムにせよ、グールド流にせよ、（筆者が理解する限りでは）全称命  

題になっておらず、反証不可能な形になっていると思う。この辺りが上で触れた理  

由の1つなのだろうと思う。そこで、筆者は、まだ成熟に至っていないこの言語の起  

源・進化という学際領域では、もちろん反証可能な仮説が捷出できるならそうすべ  

きであるが、この際、しばらくの間、あえて帰納法を採って確証例を集積していくと  

いうのでもいいのではないかと思い始めている。これが協同研究をより単純化し、  

活発にするのではないかと思う。ある程度進んだところで厳密に形式化すれば良  

いのではないかと思うのである。これは、言ってみれば、言語学が進化論に歩み寄  

ることを意味している。   

もちろん、お互いの分野の関連する妥当な成果をできる限り理解し、尊重するこ  

とが大事であることは言うまでもない。つまり、進化論研究者には、rミニマリストプ  

ログラムJか、それに相当する程度の概論・入門書は押えておいて欲しい。一方、  

言語学者は、r種の起源」や、全体としてはマイナーであると言われるが、グールド  

達の著作－もちろん、Gould（2002）までとは言わないけれども－は確認しておく  

べきであろう。この点、一部の若手の研究者の態度に一抹の不安を感じる部分が  

あるのは筆者だけではないと思う。   

そうであれば、言語学者にとっても、「ホモ・サビュンスのアフリカ出発は6万年以  

上前」（朝日新開夕刊05／05／24）とか、「ヒトの「創造性」は約7万5千年前に現  

れた」（同05／06／03）のような記事も他人事ではなくなるはずである。言語学者が  

「開かれれば」、言語学も「開かれた分野」になるだろうか。   

ともあれ、筆者が以前から指摘しているように、この種の学際的研究には「常設」  

の適切な学際的研究集団が必須である。このCOEプログラムはその主旨に相応  

しい研究組織に近いのではないだろうか。さらなる成果に期待したいと思う。  
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新しい研究動向－こんな研究をはじめました！   

濱崎裕子（本COE・特任研究員）  

サルとヒトは、どこが違うのだろうか？なぜヒトは言葉を話  

すようになったのであろうか？なぜヒトの脳はこれほど大きい  

のか？科学がこれだけ進んだ現在でさえまだまだ説明でき  

ないことがたくさんある。   

脳は、数百億以上の神経細胞や、その周りに存在するグリ  

ア細胞などから構成されており、その神経細胞により形成され  

る神経ネットワークによって、記憶、学習、行動などの脳の高次  

機能が実現されている。‖脳死‖がヒトの死であるかどうかはさ  

ておき、ヒトにとって脳の活動が大変重要な役割を果たしてい  

ることは間違いない。意識するしないにかかわらず、寝ている  

ときでさえ、ヒトの行動は全て脳によって支配されている。‖脳  

‖は、生命活動においてこれほど重要な役割を果たしている  

にもかかわらず、まだまだ解明されていないことが多く、その機  

能を理解するためには、分子レベルから組織レベルにいたる  

まで幅広い視点からの解析が必要である。   

そこで、この重要かつ特殊な脳を、分子生物学的観点か  

ら探ってみようというのが、私の研究である。すなわち、サルと  

ヒトで脳がどのように違うのか、脳の部位による差異があるのか、  

年齢による差はあるのか、などを、脳の素材であるたんばく質  

にスポットを当てて検討していこうと考えている。   

ヒトの脳を使用するのは倫理的に不可能なので、ヒトに近  

いサル類の脳を研究材料とする予定である。とはいえ、サル  

類の脳サンプルも手軽に入手できるわけではない。そのため、  

分析に必要なサンプルの収集と、少量のサンプルで、最大限  

の情報を得ることができる実験系の選択が重要となる。そこで、  

私は、たんばく質の発現量の変化を、二次元電気泳動を用い  

たプロテオミックディファレンシャルディスプレー法によって網羅  

的に解析することにした（図1）。  

プロテオミックデイファレンシヤルデイスプレー法  

現在は、脳で発現しているたんばく質が、年齢（発達）によっ  

てどう変わるのかについて検討するため、凍結保存された成  

体カニクイザルの脳組織およびサル新生児の脳組織を材料  

として用いて、それぞれの発現たんばく質の特異性を網羅的  

に解析している（図2，3）。それぞれのサンプルから得られた  

発現たんばく質のプロファイルを比較、検討することにより、発  

達に関連していると思われる特異的なたんばく質を同定して  

いく予定である。さらに、同定したたんばく質の機能を解析す  

ることにより、その特性、発達における役割などを明らかにして  

いきたい。  

成  体  新 生 児  

カニクイザル脳蛋白2次元電気泳動像  

区12  

成体で減少  成体で増加  

同］●●l  
＝次元t気泳動後、発現たんばく質の可視化  

」■ト  
2DE・アロファイルわ作成、たんばく発現▲め差異を襖討  

」－  
鳩異ぬな走元ば｛虞虎同産  

カニクイザル脳の発達における発現蛋白真の比較  

図3   
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塵海外発表を終えて                                                                                                                  ■■■  

国平揺（総合文化研究科・博士課程1年）   

今回参加したInternationalMeetingforAutism Research（lMFAR）は自閉症研究者が一堂に会する国際  

会議であり、今年は2005年5月5－7日にボストンにて開催された。本会議は今年で4年目であり、年々規模が拡大さ  

れている。私の参加は今年が2度目であった。発表は”Childrenwithautismimitatehandshape，butnothand  

direction．川というタイトルでポスター発表を行い、自閉症児は手の形（例えばきつねの形）の模倣は問題なくできる  

一方、そのきつねが前向きか後ろ向きか横向きかといった向きの情報に関しては注意が向かない（＝模倣できない）  

傾向が健常よりも高いことを報告した。従来より自閉症児は幼少期から模倣が「できない」あるいは「苦手である」  

ことが指摘されており、それが自閉症児の他者認知や社会性の障害にも影響しているのではないかと考えられてき  

た。ただし模倣と社会性の発達との関連については現段階ではまだ実証的な研究はなく、これからは単に「模倣能  

力がある／ない」ではなく「模倣のどういった側面が難しいのか、または難しくはないのか」といった模倣のメカニズ  

ムにまで踏み込んで検討していく必要がある。その点について議論を行い、さまざまな研究者よりコメント、今後の課  

題についての示唆、臨床から見た感想などを得ることができた。会議全体に関しては、遺伝や脳神経科学、臨床介  

入、家族研究、早期診断など、自閉症に関するものといってもそのアプローチは多岐に渡り、現在行われている自閉  

症研究についての最先端の動向に触れることができた。自閉症という複雑な病理を解明し、かつその成果を臨床  

現場や家族に還元していく上でもさまざまなアプローチが必要であることを再認識させられた。  

腐
 
 
 

まねしてもらった課題の例  

片岡麻衣（総合文化研究科・修士課程1年）  

2005年6月l日から6日まで、アメリカ、テキサス州のオーステインで開催された人間行動進化学会（Human  

BehaviorandEvolutionSocietyMeeting2005）に参加し、ポスター発表を行う機会を得た。私の発表ぽ■Male  

andFemaleBrainonJudgmentsandCognition．■というタイトルで、質問紙で測定されたパーソナリティの性差・  

個人差が、社会的な場面での判断や認知とどのように関連しているかを考察したものである。具体的には、「心の  

理論研究」で有名なバロン＝コー工ン教授が開発した、他者と共感する能力（emphasizing）と外界の事象をシス  

テム化する能力（SyStemizing）の性差、およびこれら2つの能力と推論課題、道徳判断課題との相関を検討した。  

同じ質問紙を用いた研究を行っているアメリカの研究者と出会い、互いの調査結果を比較しながら議論できたこと  

は、非常に有意義であり、良い刺激になった。私にとっては初めての海外学会だったが、多岐に渡るテーマについて、  

主に欧米の研究者による最新の研究に接し、視野を広げることができた。特に、性ホルモンや性周期についての  

研究発表を多く見聞きし、性差研究において進化的・生物学的背景を考えることの重要さを感じた。それらを今後  

の研究のヒントにしたい。  
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研究者紹介（その5）  

矢田部修一（統合言語科学部門）  

言語における意味計算のあり方を明らかにすることを最終目標とする研究を行なっ  

■います。生成文法と呼ばれる分野に属する、言わば言語自体に関する研究ですが、言  
沌人間の脳がどのように処理しているかという問題に関する心理学的研究や、人間の  

「語をコンピュータに扱わせることを目指す工学的な研究にとっての理論的な基盤ともなる  

qのです。  

コンパクション駆動意味合成理論という、統語構造ではなく韻律構造に基づいて意味合  

ほ行う理論の妥当性を検証することを目的として、以下のような研究を行なっています。  

研究内容を  
一言でまとめると  

ず、第一に、コンパクション駆動意味合成理論を検証する際の重要な検討領域となる、種々の等位接続構造に関して  

こ辞駆動句構造文法（HPSG）の枠組みに基づく包括的な理論を構築するための研究です。この研究はほぼ完了して  

り、既に、eaCh－COnjunctagreementとでも呼ぶべき現象その他、他理論においては妥当な記述が行なわれていない現象  

含めて、過不足なく説明できると思われる理論を捷示しました。第二に、やはりHPSGの枠組みの中で、MinimalRecursionSema。ticsの手法を用いて  

焦点化に関する理論を構築しようとしています。統語的構成素を成さない単語列であっても、韻律的構成素であるならば一つの焦点として解釈される  

とがありうる、という予測をする理論を捷案する論文を書いて、その論文の中で、その予測が正しいと考えられる理由を述べたのですが、その予測の正  

さを十分に証明するには至っていないので、現在、それをきちんと証明するための研究を行なっています。  

丹野義彦（認知発達臨床科学部門）  

異常心理学・臨床心理学です。精神病理がなぜ発生するのか、どう治療したらよいか研  

ています。抑うつ・不安障害・統合失調症（妄想的観念、自我障害）など臨床場面や日常場面  

でよくみられる精神病理を対象としています。とくに「認知」というプロセスを重視した認知行動  

療法に注目し、発生メカニズムの検討や発生の予測と予防の研究をしています。  

進化心理学の立場から精神病理の発生や予防を考えます。精神病理は人間のネガティプな  

部分ですが、なぜ人間の進化の過程で生き残ってきたかを考えると、それなりの進化的な意義  

があるからです。例えば、抑うつは、病的な場合は自殺へと発展してしまいますが、弱い抑うつ  

であれば、休息をとったり、物事の見方を現実的にしたりといった適応的な面もあります。不安も、強い場合は恐怖症や強  

迫性障害などへと発展しますが、弱い不安であれば、行動が慎重になったり、来るべき危険を避けたりする適応的機能が  

あります03大精神病理（抑うつ・不安障害・統合失調症）それぞれで、ポジティプな適応的意義を考察し、それを面接法や質問紙法で確かめ、そうした  

理解がどのように予防や治療に生かせるかを考えています。精神病理は適応的な面もあるので、それを除去してしまうのは危険です。むしろ、精神病理  

に対する認知の仕方を変えて、精神病理をうまくコントロールしながら共存していくのが最良でしょう。こうした立場に近いのが認知行動療法という治療  

法ですので、この治療法の基礎的なメカニズムを実証的に研究していきたいと思っています。また、進化の考え方を生かして、精神病理のネガティプな側  

面を、どのようにしたらポジティプな側面に変えられるか、そうしたメンタルな訓練方法を考えています。  
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本プログラムの ＿‾：こ ．  

テーマ講義「心とことば：言語の視座」（2005年度夏学期）  

昨年度同様、本COEは駒場の教養学部に集まっている1酬ナた入門授業を開講している。今年度は  

i言語」を軸にした最前線の研究成果に触れてもらうことを目的としている。この原稿を執筆する段階では、第10  

回の講義、坂井克之氏の「ことばの音と意味、その脳内メカニズム」が終わったところである。  

40人の受講者のうち、4分の1強が理系、残りが文系で、2年生が1年生よりやや多いという構成である。毎回の  

質問時間（10～20分）とリアクション・ペーパから判断すると、本講義は、受講者を驚かせ、知的好杏心を刺激す  

るところが少なくないようである。  

イントロでは、長谷川氏（拠点リーダー）が活発になってきている言語起源論をめぐる最近の話題を紹介した。こ  

の連続講義でも、「言語学の外」の分野（遺伝学、脳科学、人類学）の研究者が言語の起源、「脳」による言語制御、  

非文字・言語コミュニケーションなどについて、どのようなアプローチをとるかを聞く場が設けられた。一般に、進化  

人類学・認知科学・遺伝学などの分野において行われる言語の起源・進化に関する提言に対して、言語学の分野  

から行われるレスポンスは必ずしも積極的なものではない（言語学とほかの領域の共同研究の困難については、池  

内正幸氏が本ニューズレターの巻頭言で提案する打開策を参照されたい）。本講義の範囲では、言語学分野か  

らの提言が直ちに理想的な形で言語の起源・進化の問題の解決につながるとは限らないが、分野間の「対話」を  

行うための「通路」をいくつも探っている姿は見せることができたように思う。本講義では特に、進化のことを考える  

ときに核心となるにもかかわらず、中等教育の段階では軽視されがちな「音声・話しことば」の側面を重視する構成  

を取った。音の体系を仕切るルールはどう探索するのか（（う）、同じ音が、異なる言語を母語とする話者には異なる  

音に聞こえてしまうのはなぜか（⑨）、文章ではなく会話のデータから文法を考えると何が見えてくるのか（⑥）。⑨  

と⑤では言語学の課題と 心理学の実験法を組み合わせる研究が紹介された。例えば今井氏は名詞の文法的カ  

テゴリー（数、助数詞など）が事物の認識にどう影響するか、あるいは影響しないかという「古典的な」課題を、最  

新の実験データを紹介しながら取り上げた。認知科学の中心的課題の一つである空間認知（行く・来る）の言語  

化を取り上げて、諸言語に共通の部分と言語ごと一に異なる部分を分析する研究も紹介された（④）。次回の中島  

氏の講義で、進化と言語学理論をより直接的に結びつけるアプローチが紹介されることになっている。  

かくて受講者の目の前に、それぞれの学問分野の手法を用いることによって見えてくる「言語」の多数の側面、  

言語の理解へのいくつもの道筋が展開された。示されたデータが何を語るか（その分野の定説ないし講師の主張）  

だけでなく、それに到るまでのデータをいかにして集め、処理するかについても受講者が強い関心を持ってくれたこ  

とも喜ばしい限りである。 （ラマール・クリスティーン、統合言語科学部門・2005年度テーマ講義コーディネータ）  

各講義の講師と題目  

① 4／11長谷川寿－（拠点リーダー）「イントロ：言語起源論をめぐる最近の話題」  

② 4／18斎藤成也（国立遺伝学研究所・集団遺伝研究部門）「言語能力の遺伝的基礎」  

③ 4／25船曳速夫（超域文化）「ことばへの文化人類学からのアプローチ」  

④ 5／9 中澤恒子（言語情報）「指示表現の多様性と普遍性」  

⑤ 5／16今井むつみ（慶應義塾大学環境情報学部）「認識の言語普遍性と言語相対性」  

⑥ 5／23藤井聖子（言語情報）「話しことばの談話データを使った文法研究」  

⑦ 5／30田中伸一（言語情報）「音に関する文法知識」  

⑧ 6／6 ChristopherTANCRED暮（言語情報）什Howtobuildmeaning＄from＄truCtUreS‖  

⑨ 6／13広瀬友紀（言語情報）「音声知覚に関する言語間比較検討」  

⑬ 6／20坂井克之（医学系研究科、認知・言語神経科学）にとばの音と意味、その脳内メカニズム」  

⑪ 6／27中島平三（学習院大学文学部）「ことばの構造と脳活動」  

⑫ 7／4 Chri5；tin色LAMARRE（書評楕亜汗言語の密イk：機能語の電生と発展」  

5   



肋ぶ。ねnαざ。灘肋わ嘲西た財。  

プログラムの近況  
（2005年4月～6月）   

本COEプログラムも3年度目に入り、折り返し点が近づいてきた。事業推進担当者、PD、院生の  

それぞれが、最終目標を再確認しながら研究活動を進めるこの頃である。5月に行われた中間評  

価のヒアリングでは、複数の評価委員の方々から融合研究の姿が具体的に見えてこない、との厳し  

いコメントを頂いた。拠点リーダーからは、メンバー全貞に対してこのような外部評価の意見がある  

ことを直ちに伝え、各メンバーが従来型の研究を越えて、隣接領域との交流をさらに推し進めていく  

ことを再確認した。   

さて、今年度からのメンバーとして、心理言語学を専門とする広瀬友紀さんと精神物理学を専門  

とする村上郁也さんの若い二人が加わった。両氏とも給合文化研究科の新任教員であるが、国際  

経験が豊富で、それぞれの領域で多くの業績を持っており、拠点形成の新戦力として、また若手研  

究者を直接引っ張る牽引役として活躍してもらえることだろう。両氏の研究内容については、次号  

以降のニューズレターで紹介していきたい。   

東京大学総合文化研究科は、学部教育では教養学部として全ての学生の教養教育にあたって  

いる。本COEでは、新しい学問創成の息吹を学部生にも感じてもらうべく、昨年から各学期にシリー  

ズ講義を開講してきた。今学期は、第3学期日にあたるが、学部の1・2年生を対象としたテーマ講  

義「心とことば：言語の視座」を開講中である。詳細については本号のラマール氏の紹介記事も参  

照頂きたい。   

さらに若い次世代に対する学問への誘いとして、教養学部駒場博物館を舞台とした展覧会「錯  

覚展一心の働きにせまる不思議な世界」（会期：7月16日～9月18日）を鋭意準備中である。この展  

覧会には主に夏休み中の中高校生に来てもらい、  

錯覚という身近な体験を通して、心や脳の機  

能やメカニズムを考えて欲しいと思っている。も  

ちろん、一般の皆様にも十分楽しんでいただけ  

る内容なので奮ってご来場いただきたい。会  

刑■l¢－血吋m鱒叩ぬ抑鱒  
○■nbr≠■帥ul如叫川場囲柚け加味■＝l小けl軸両叫l■lr●一丁ゝ蜘   
細IMdlH■叩椚剛叩■≠t岬■8h叩0∩ヒ叩hl仙川覇付加℡れ恥▼細事M鞘  

lnF側弛哩I山口甘けa℡○・8柑inlntβr  
ung伊野無暗l抽n．毛細1Ⅲ古色Pr□∽∬l叩叩d相川  

July2mIt8atトユl■【さ  
匂蛸∪朗Hくかγ∪粕川．∧d什l卵割糟桝叩  

場等の情報は、総合文化研究科・教養学部のl  

ホームページhttp：〟www．c．u－tOkyo．ac．jp／でご  

確認下さい。   

この4月より、若手研究者へのサポート事業と  

して、国内外での研究発表を後押しする制度  

を設けた。その第一陣として、圃平揺さんと片  

岡麻衣さんが渡米し、研究発表を行った。本  

号にはその参加報告の記事が掲載されている。   

7月2日、3日鱒日には、国際ワークショップ「音  

譜脳の探求」が開催された。昨年開催した「社  

会脳の探求」に続く、若手研究者が中心となっ  

て企画、運営した国際会議である。次号で詳  

細な報告があるはずだが、昨年と同様、若い力  

が炸裂するような国際研究集会になった。  

Th一！UnIv亡rSIlyoIT叫WO－  

れ鵬■■仙－1■■叫■仙ノ伽坤可■仙境  
鵬■■■血■山1－■hl【■■加■11一山■t川山一l  

●l■■■■●■■1－  

円山蠣■l■●l岬■鴫l叫01輌  

■■oh■■■llu■押詰忘＝旨tlt■l■慮～■l■l■■ 

仙○触■■l■■■冊■l顎■帥川嶋h■咄u■l  

l叫l事l■叫叩一u叫・lv■I   

■■∩■llu■■■れ■■l叫dll■■爪虹■”■叫  
l・  きぎ 仙■曽■■■鵬－－1鱒■■t■■鵬仙－■…叫  

▼b■■■肋－■・n岬II■”吋■h■hl叩hu岬  

（長谷川寿一、拠点リーダー）  

月   



胸2。。5●む脆胴地鮎r  

黒田成幸（UCSD）   

空気力学的射影素性幾何：韓国語響き音同化と日本語  
濁音化による試行  

第41国：COE共催研究会：意味論研究会   
日時：2005年4月22日（金）午後4：30   

場所：駒場キャンパス10号館301会議室   
担当：ChristopherTANCREDI   

講演者：楠本紀代美（弘前学院大学）   

タイトル：HowmanyUNTILsarethere？  
第42国：COE共催研究会：ミッチェル博士講演会   
日時：2005年4月27日（水）午後1：00～3：00   

場所：駒場キャンパス2号館308室   

担当：丹野義彦   

講師：ピーター・ミッチェル（ノッティンガム大学発達  

心理学教授）   

題目：子どもは自分の心をどのように認知しているか？  

鮎提転置準  

第27国COE研究会 オープンラボにおけるPD発表会   
日時：2005年6月3日（金）   

場所：17号館COEオフィス   
概要：総合文化研究科の広域科学専攻の研究室公開と  
合わせて研究室公開をおこない、PDの研究紹介  
のポスター発表をおこなった。  

セミナー（共催のものも含  

第24回：COE共催シンポジウム   

「日韓対照研究会」   
日時：2005年3月16日（火）午後1：30～5：00   

場所：駒場キャンパス10号館301会議室   
担当：生越直樹   

招待講演：塚本秀樹（愛媛大学）   

「言語現象と文法化一日本譜と朝鮮語の対照研究－」   
話題提供1：金智賢「韓国語の回想先語末語尾トdeo一」  

の現れた文の使用について」   
話題提供2：韓キョンア  
第25国：COE主催国際ワークショップ  
（共催：東北大学21世紀COEプログラム  
「言語・認知総合科学戦略研究教育拠点」   
後援：一高記念基金「学術研究会支援」）   

「言語脳の探求」   
日時：2005年7月2日（土）3日（日）   

場所：駒場キャンパス学際交流ホール   

担当：伊藤たかね   
8ペ」ノ∴＝†‾ゼ「－Aト苛ムを掲載  

第43匡l：COE共催研究会：東京音韻論研究会   
日時：2005年5月15日（日）午後1：00   

会場：駒場キャンパス10号館301会議室   
担当：田中伸一   

発表者および発表題目：   

1．DommaErickson（岐阜市立女子短期大学）  
Onphrasalorganizationandjawopenlng  

2．佐々木冠（札幌学院大学）  
音便現象と韻律的単一性  

第44回：COE主催講演会・デイビッド・プリマッ  
ク講演会   
日時：2005年5月17日（火）午後6：15   
場所：駒場キャンパス3号館113教室   
担当：長谷川寿一   

演者：DavidPremack   
タイトル：Thehunter－gatherer，thechurch，andthe  

第45回：COE共催研究会：意味論研究会   
State  

日時：2005年5月27日（金）午後4：30   
場所：駒場キャンパス18号館コラボレーション  

ルーム3   

担当：ChristopherTANCREDI   
講演者：ChristopherTANCREDI   
タイトル：Predicate－TriggeredGroupFormation   

第37回：COE共催研究会こ東京音韻論研究会   
日時：2005年2月20日（日）午後1：00   

会場：駒場キャンパス10号館301会議室   
担当：田中伸一   

発表者および発表題目：   

1．小松雅彦（北海道医療大学）  
「コーパス音声学の試み（2）－MtJLTEXTの音響分析」  

2．西村康平（東京大学大学院）  
「外来語におけるライマンの法則」  

第38回：COE共催研究会：東京音韻論研究会   
日時：2005年3月6日（日）午後2：00   

会場：駒場キャンパス10号館301会議室   

担当：田中伸一   

発表者：JuliaC．WilliamS   
題目：SyllablefbatureanalysisofAmericanEnglish  

第39回：COE共催研究会：意味論研究会   
日時：2005年3月25日（金）午後4：30   

場所：駒場キャンパス10号館301会議室   
担当：ChristopherTANCREDI   
講演者：峯島宏次（慶應義塾大学）   

タイトル：QuantificationandIndeterminatePronouns  

第40回：COE共催研究会：東京音韻論研究会   
日時：2005年4月17日（日）午後1：00   

会場：駒場キャンパス10号館301会議室   
担当：田中伸一   

発表者および発表題目：   

藤村靖（InternationalInstitutefbrAdvanCedStudies）   

SyllableReduction：PreliminaryRemarksBasedontheC／D  

Model  

ア  



伽ぶ。飢脚。血肋ip椚吻伸也。  

幕25回COE主催国隙ワークショップ「言語脳の探刺  

共催：東北大学21世紀COEプログラム「言語・認知総合科学戦略研究教育拠点」  

後援：一高記念基金「学術研究会支援」  

言語研究のトピックや方法論は多岐にわたるが、このワークショップでは、獲得（acqu短帽On）、文処理（sentence  

PrOCeSSing）、神経言語学（neurolinguistics）の3つの側面から、言語使用における人間の認知メカ＝ズムを考える。  

国内外の気鋭の若手研究者にそれぞれの最新の研究成果を紹介いただき、様々な方法論やトピックを超えた議論を展開  

する。また、国内外の研究者の研究交流を目的としたポスターセッションも企画する。  

July 2nd 

lO：30－10：400peningremark  

lO：40－12：10AcquisitionSessionl  

Tゝlk＃1：QuestionsthatJapanesechildrenhavein  

mind   

KqjiSugisaki（MieUniversity，Japan）  

Thlk＃2：ThechildrenTsacqulSltlOnOfcausativesin  

Japanese：Anexperimentalstudy   

ReikoOkabe（UniversityofCalifbmia，Los   

Angeles，USA）  

12：10－13：30Lunch（＆PosterSession）  

13：30－15：00AcquisitionSession2  

rIblk＃3：ThenatureoflanguageaCqulSltlOn：  

Agenuinepovertyofthestimulus   

KamilUdDeen（UniversityofHawaiiatManoa，   

USA）  

1払1k＃4：Strongandweakdeterminersinchild  

language   

LuisaMeroni（UniversityofMarylandatCollege   

Park，USA）  

15：00－15：30Cofkebreak  

15：30－17：30PosterSession   

42posterpresentations  

18：00－SocialMeeting   

July 3rd 

lO：00－12：15NeurolingulSticsSession  

l払1k＃1：Fastgrammaticalcomputationinautism   

MatthewWalenski（GeorgetownUniversity，   

USA）  

1払Ik＃2：On－1inecomprehensionofJapaneSe  

PaSSivesandcausatives：AnERPinvestlgation   

MasakoHirotani（MaxPlanCkInstitutefor   

HumanCognitiveandBrainSciences，Germany）  

1払1k＃3：Dependencyandthesyntax－discourse  

interface：Psycho－andneurolinguisticevidence  

fromEnglishandDutch   

PetraBurkhardt（UniversityofPotsdam／   

UniversityofMarburg，Germany）  

12：15－13：30Lunch  

13：30－15：45ProcessingSession  

Talk＃1：Scramblingandn11er－gaPdependencies   

EdsonMiyamoto（TsukubaUniversity，Japan）  

1払Ik＃2：Costsofbuildingsyntacticandrefbrential  

representations：HowlinguisticstruCturebuildinglS  

COnStrainedbyprocesslnglimitations   

TbssaWarren（UniversityofPittsburg，USA）  

1払Ik＃3：Whatfactorsinfluencereference  

resolutioninrepresentationalnounphrases？   

EIsiKaiser（UniversityOfRochester，USA）  

15：45－16：00Cofftebreak  

16：00－17：00Discussion   

Discussant：MasatoshiKoizumi（Tbhoku   

University）・TbtsuyaSan0（MeijiGakuin   

University）  

17：00－17：10Closingremark  

東京大学 21世紀COE「心とことば－進化認知科学的展開」  

〒153－8902 東京都目黒区駒場3丁目8番1号   

東京大学駒場キャンパス17号館  
T E L／FAX O3－5454－6709  
ホームページ http：／／ecs．c．u－tOkyo．ac．jp  

発  行  日 2005年7月15日   
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